
伊
予
河
野
氏
一

族
に
生
ま
れ、

全
国
を
旅
し
て
念
仏
を
勧

め
た
一

遍
の
生
涯
を
描
い
た
絵
巻。

一

遍
は、

延
応
元
(
―

二
三
九）

年
に
道
後
宝
厳
寺
に
生

ま
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
時
宗
の
開
祖
で、

紀
伊
国
（
和
歌
山

県）

熊
野
本
宮
で
の
神
託
に
よ
っ
て、

六
字
名
号
「
南
無
阿

ゅ
ぎ
ょ

う
し
ょ
う
に
ん
え
ん

ぎ

え

2．

遊
行
上
人
縁
起
絵

ご

さ
ん
ね
ん
か
っ
せ
ん

え

ま
き

ー．

後
三
年
合
戦
絵
巻

一
巻

紙
本
著
色

縦一
二
八
・
六

横
九
二
六
．
o

江
戸
時
代
後
期
写

応
徳
三
(
1

0

八
六）

年
に
東
北
地
方
で
起
き
た
「
後
三

年
の
役」

と
呼
ば
れ
る
戦
乱
の
模
様
を
描
い
た
絵
巻
物。

同

合
戦
は、

東
北
地
方
に
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
清
原
一

族
の
内

紛
に
端
を
発
し、

源
義
家
の
介
入
も
加
わ
り
争
乱
が
拡
大

し、

結
果
的
に
消
原
氏
の
没
落
と
奥
州
藤
原
氏
の
台
頭
の
契

機
と
な
っ
た
戦
乱
で
あ
る。

原
本
の
『
後――一
年
合
戦
絵
詞』

（
国
指
定
重
要
文
化
財）

は、

現
在
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
し、

上
・

中
・

下
三
巻

十
五
段
の
構
成
で、

源
義
家
と
清
原
家
衡
・

武
衡
の
戦
い
を

中
心
に、

義
家
の
出
陣
か
ら
戦
後
処
理
ま
で
を
描
い
て
い

る。
館
蔵
の
本
資
料
は、

巻
子
一

巻
の
み
で
あ
り、

内
容
は
上

巻
に
限
ら
れ、

詞
書
は
な
く
絵
の
み
で
あ
る。

(
H.

Y.
）

 

一
巻

紙
本
著
色

縦
凹
六
．
0

横一
〇一
八
．
o

江
戸
時
代
中
期
写

縦
三
O
·
 I
 

朝
廷
か
ら
伊
予
に
所
領
を
拝
領
し
た
一

人
の
絵
師
を
め
ぐ

る
出
来
事
を
描
い
た
絵
巻。

原
本
は、

宮
内
庁――一
の
丸
湖
蔵

館
所
蔵
で、

鎌
倉
時
代
末
期
の
作
と
さ
れ、

詞
書
と
絵
を
交

互
に
配
す
る
三
段
構
成
で、
一

巻
仕
立
て
で
あ
る。

館
蔵
の

本
資
料
で
は
絵
が
先
に、

詞
書
が
最
後
ま
と
め
ら
れ、

し
か

も
詞
書
は
第
一

段
内
容
の
後
に
第
三
段
の
後
半
内
容、

第
三

段
の
前
半
内
容
の
後
に
第一
一
段
内
容
が
書
き
継
が
れ
た
二
段

構
成
に
さ
れ、

錯
綜
が
見
ら
れ
る。

模
写
時
の
底
本
に
す
で

に
あ
っ
た
錯
綜
を
示
す
痕
跡
で
あ
る。

え

し

の

そ

う

し

3，

絵
師
草
紙

一
巻

紙
本
著
色

横
六
0
四•
五

江
戸
時
代
中
期
写

弥
陀
仏」

を
書
い
た
念
仏
札
を
く
ば
る
賦
算
の
信
念
を
得
た

と
い
わ
れ
る。

南
は
大
隅
国
（
鹿
児
島
県）

か
ら
北
は
陸
奥

国
江
刺
（
岩
手
県）

あ
た
り
ま
で
旅
し、

念
仏
勧
進
を
す
す

め、

信
濃
国
（
長
野
県）

佐
久
郡
小
田
切
の
里
で
初
め
て
踊

り
念
仏
を
行
い、

民
衆
か
ら
支
持
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

こ。一

遍
の
生
涯
を
描
い
た
絵
巻
と
し
て、

異
母
弟
聖
戒
編
纂

の
『
一

遍
聖
絵』
、

時
宗
僧
宗
俊
編
纂
の
宗
俊
本
『
遊
行
上

人
縁
起
絵』

の
二
系
統
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。

「
宗
俊

本」

の
原
本
は
す
で
に
失
わ
れ
て
写
本
の
み
伝
存
し
て
い
る

が、

本
資
料
は
そ
の
写
本
の
―

つ
で、

京
都
市
金
蓮
寺
の
写

本
を
冷
泉
為
恭
が
江
戸
末
期
に
写
し
た
も
の
と
伝
わ
る。

残

念
な
が
ら、

全
巻
揃
い
で
は
な
く、

熊
野
本
宮
の
場
面
な
ど

を
描
く
第
一

巻
の
第
一
・
ニ
段
を
「
一

之
上」

と
し
て
描
い

た
も
の
の
み
だ
が、

虫
損
に
い
た
る
ま
で
忠
実
に
模
写
し
て

い
る
の
は
興
味
深
い。

(
H.

Y.
）

 

常
定
寺
蔵
・
当
館
保
管

第
一

段
で
は
伊
予
に
所
領
を
得
た
絵
師
の
喜
び、

第
二
段

で
は
在
地
の
実
情
を
知
っ
た
悲
嘆、

第
三
段
で
は
遠
い
伊
予

か
ら
近
い
所
領
に
替
え
て
も
ら
う
要
望
を
す
る
も
梨
の
礫
と

い
う
様
子
が
描
か
れ、

最
後
に
こ
の
窮
状
を
絵
に
し
て
訴
え

申
し
ま
す
と
結
ぶ。

ち
な
み
に、

伊
予
に
与
え
ら
れ
た
土
地
と
は、

描
か
れ
た

綸
旨
の
文
言
の
「
伊
予
國」

の
下
に
「
得」

と
推
定
さ
れ
る

文
字
が
読
み
取
れ
る
こ
と
か
ら、

桑
村
郡
得
能
保
（
西
条
市

丹
原
町
徳
能）

と
考
え
ら
れ
て
い
る。

縦―
―
―――
•
O

一
幅

絹
本
著
色

横
五
五
．
o

南
北
朝
時
代

こ

か
ん

し

れ
ん
ぞ
う

4．

虎
関
師
錬
像
（
愛
媛
県
指
定
有
形
文
化
財） (

H.

Y.
)
 

虎
関
師
錬
は
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て

の
臨
済
宗
の
僧
で、

京
都
に
生
ま
れ、

南
禅
寺
・

東
福
寺
な

ど
に
歴
住
し、

国
師
号
を
受
け
た
高
僧。

詩
文
に
た
け、

ま

た
多
く
の
著
書
も
あ
り、

中
で
も
仏
教
史
書
『
元
亨
釈
書』

は
有
名。

こ
の
よ
う
な
禅
僧
の
肖
像
を
「
頂
相」

と
い
う。

常
定
寺
（
西
予
市
宇
和
町）

を
創
建
し
た
回
塘
重
淵
が
師

事
し、

同
寺
の
開
山
（
第
一

世）

に
請
じ
た
こ
と
に
由
来
す

る
肖
像
だ
と
思
わ
れ
る。

賛
ら
し
き
跡
も
見
え
る
が
は
っ
き

り
し
な
い。

寺
伝
で
は
兆
殿
司
の
筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

南
予
で
は
他
に、

や
は
り
開
山
と
し
て
請
じ
ら
れ
た
鬼
北
町

龍
渕
寺
に
伝
わ
る
木
像
虎
関
師
錬
椅
像
が
知
ら
れ
て
お
り、

彼
の
教
え
を
継
承
す
る
禅
宗
寺
院
が
点
在
し
た
こ
と
を
う
か

が
わ
せ
る。

(
H.

Y.
）
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宇
和
島
市
吉
田
町
の
八
幡
神
社
の
祭
礼
を
描
い
た
絵
巻。

吉
田
祭
は
現
在、

毎
年
十
一

月
三
日
に
行
わ
れ
る
。

江
戸
時

代
か
ら
賑
や
か
な
祭
礼
と
し
て
有
名
で、

現
在
で
も
鹿
踊
や

牛
鬼、

人
形
山
車
（
地
元
で
「
御
車」

も
し
く
は
「
練
り

車」

と
呼
ぶ）
、

船
型
山
車
（
「
御
船」
）
、

四
ツ
太
鼓、

七
福
神
な
ど
様
々
な
練
物
が
登
場
す
る
。

本
資
料
は、

天
保

六
(
-

八
三
五）

年
の
原
本
を、

大
正
五
年
に
当
時
地
元
の

高
等
小
学
校
二
年
で
あ
っ
た
中
野
恒
吉
が
写
し
た
も
の
で
あ

る。

牛
鬼、

鹿
踊、

ホ
タ
な
ど
愛
媛
県
南
予
地
方
各
地
の
祭

礼
に
登
場
す
る
独
特
の
練
物
が
描
か
れ
て
お
り、

江
戸
時
代

の
祭
礼
の
様
子
が
わ
か
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

吉
田

祭
礼
絵
巻
は
八
幡
神
社
・

宇
和
島
市
立
吉
田
図
書
館
・

伊
予

史
談
会
が
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
し
て
い
る
。

各
絵
巻
と
も
山
車
や

練
物
の
種
類、

順
番
は
ほ
ぼ
同
一

で
あ
る
が、

山
車
を
曳
く

人
数、

見
物
人
の
有
無
な
ど
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

(

T·

o·
)
 

27 

よ
し

だ

さ
い
れ
い

え

ま
き

吉
田
祭
礼
絵
巻

紙
本
著
色

大
正
五
(
-

九
一

六）

年
写

縦
一

九
・
ニ

横
八
七―
―
•
O

一

巻

ち
ょ
う
ど
明
治
二
五
年
か
ら
神
の
湯
は
改
築
工
事
中
で、

明
治―
―
七
年
に
落
成
す
る
。

そ
の
た
め
か、

大
屋
根
に
置
か

れ
た
白
鷺
の
塔
屋
は
描
か
れ
て
な
い
。

ま
さ
に
過
渡
期
の
作

品
で
あ
る
。

入
り
口
は
ア
ー
チ
形
で
ガ
ス
塔
と
思
わ
れ
る
も
の
が
付
け

ら
れ
て
お
り、

道
後
温
泉
に
も
文
明
開
化
の
波
を
感
じ
る
。

(
M
H.
）

伊
佐
爾
波
神
社、

宝
厳
寺、

道
後
の
町
並
み
が
描
か
れ
て
い

る
。

せ

と

な
い
か
い
ゆ
う
ら
ん

え

ず

29．

瀬
戸
内
海
遊
覧
絵
図

28 

吉
田
初
三
郎
画

中
島
華
鳳
画

い
よ
の
く
こ
し
ゃ
せ
い
ち
ょ
う

伊
予
国
写
生
帖

縦
二
五
·

O

横
一

〇
七
．

o

大
正
一

四
(
-

九―
一
五）

年

一

点

印
刷
折
本

J

I
 

大
正
元
年
と――-、

四
年
に
愛
媛
を
旅
行
し
た
京
都
出
身
の

画
家
中
島
華
鳳
が
描
い
た
写
生
帳。

松
山
城
・

大
山
祇
神

社
・

石
鎚
山
な
ど
の
愛
媛
を
代
表
す
る
名
所
を
は
じ
め、

大

山
寺
・

石
手
寺
な
ど
の
四
国
遍
路
の
札
所、

西
条
の
罠
作
業

や
三
津
浜
の
漁
業
な
ど
の
生
業、

砥
部
焼
の
製
造
・

絵
付
や

市
之
川
鉱
山
な
ど
の
産
業
が、

水
墨
や
淡
彩
で
生
き
生
き
と

描
か
れ
て
い
る
。

中
島
華
鳳
は
円
山
派
の
画
家
で、

慶
応
二
(
-

八
六
六）

年
の
生
ま
れ。

森
寛
斎
に
学
び、

書
を
富
岡
鉄
斎
に
学
ん
で

い
る
。

内
国
勧
業
博
覧
会、

シ
カ
ゴ

博
覧
会
な
ど
に
出
品

し、

京
都
に
お
い
て
屏
風、

屏
障
を
多
く
描
い
た。

京
都
国

立
博
物
館
に
は
華
鳳
が
描
い
た
富
岡
鉄
斎
の
肖
像
画
が
あ

り、

鉄
斎
と
の
深
い
関
わ
り
が
う
か
が
え
る
。

鉄
斎
自
身、

夫
人
の
春
子
が
愛
媛
出
身
で
あ
っ
た
た
め、

度
々
愛
媛
に
滞

在
し、

三
津
浜
の
朝
市
を
描
い
た
名
作
「
三
津
浜
漁
市
図」

を
制
作
し
て
い
る
。

華
鳳
も
あ
る
い
は
鉄
斎
と
の
つ
な
が
り

で
愛
媛
を
訪
れ、

数
々
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う

n

o

力

縦一
一
六
•
五

大
正
元
(
-

九
―
―
―)

S
四
年

紙
本
淡
彩

横
一

九
·

O
八
冊

同
じ
年
に
発
行
さ
れ
た
「
松
山
道
後
名
所
図
絵」

よ
り
も

高
い
視
点
に
た
ち、

松
山、

大
三
島、

厳
島
の
瀬
戸
内
海
西

部
の
観
光
地
を
巧
み
な
位
置
取
り
で
描
い
て
い
る
。

石
崎
汽

船
の
依
頼
に
よ
り
作
成
し
た
も
の
で、

他
の
鳥
職
図
に
描
か

れ
て
い
た
大
阪
商
船
の
船
は
姿
を
消
し、

尾
道
や
宇
品
へ
の

瀬
戸
内
海
の
航
路
を
石
崎
汽
船
の
船
が
進
む
。

同
じ
絵
柄

で、

表
紙
に
「
伊
予
道
後
温
泉
と
松
山
大一
二
島」

と
記
さ
れ

た
も
の
も
作
ら
れ
て
い
る
。

吉
田
初
三
郎
画

伊
予
史
談
会
が
発
行
し
た
も
の
で、

吉
田
初
三
郎
の
鳥
職

図
と
し
て
は
比
較
的
初
期
の
も
の
で
あ
る
。

初
三
郎
独
特
の

ど
う

ご

ま
つ
や
ま

ご

あ
ん
な
い

31．

道
後
松
山
御
案
内

30 

吉
田
初一
二
郎
画

い
し
ざ
き

き

せ
ん
こ
う

ろ

ご

あ
ん
な
い

石
崎
汽
船
航
路
御
案
内

縦
一

七
．

り

印
刷
折
本

じ

横
七
六
・
七

大
正
五
(
-

九
一

六）

年

縦
一

九

）

一

点

J

I.
）

 

印
刷
折
本

（

横
七
五
・
七

昭
和
二
(
-

九
二
七）

年

一

点

大
阪
商
船
は
大
阪
と
別
府
温
泉
を
結
ぶ
ド
ル
箱
路
線、

瀬

戸
内
海
航
路
の
絵
図
に
初
三
郎
を
起
用
し
た。

絵
図
は、

本

州
上
空
か
ら
四
国
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

瀬

戸
内
海
沿
岸
の
港
町
を
結
ぶ
航
路
が
色
と
り
ど
り
の
線
で
表

現
さ
れ
て
お
り、

そ
れ
が
あ
た
か
も
虹
の
よ
う
に
見
え
る
。

(
J.

I.
）
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